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つばめキッズファームの活動紹介 
(地域と学校が連携した食育の取組) 

－吉田小 2・3 年生「大豆を育て、みそを作ろう」の取組 － 

 

子供たちが農業体験を通して、農業の楽しさや厳しさ、感動などを実際に経験し、ふるさ

とへの愛着と誇りを醸成し、自分の将来設計に役立てることを目的に、西蒲原土地改良区燕

工区の皆様からの寄付を活用し、市内全小学校でキッズファーム事業が行われています。 

「大豆栽培～味噌の醸造」までを地元農家や老舗企業と数年にわたって取り組み、キャリ

ア教育の拡充を図っている吉田小学校の取組について紹介します。 

 

【吉田小学校 2・３年生の学習活動 「大豆を育て、味噌をつくろう」】 

○ 吉田小学校では、「郷土の食文化や食品(味噌)ができるまでの苦労」を子供たちに学 

ばせたいという願いから、５年間にわたり地元農家(「もとまちきゅうり」で有名な 

樋浦農場)と越後味噌醸造さんにご指導いただき、活動に取り組んできた。 

○今年度の活動計画 

越後味噌醸造さんの閉店により、地元農家や地域の食育推進委員の皆様、JA の皆様 

のご協力を得て、新たな形で大豆から味噌を作る学習を行うこととなった。地元の 

方々の全面的なバックアップを受けて、2 つの学年での学習を計画している。 

(1) 2 年生の活動 

 6/14(月)13:25～大豆の種まき(吉田小学校グラウンド脇畑) 

※予備日 18(金) 

 11 月 大豆の収穫 

 12 月 味噌の仕込み(校内) 

(2) 3 年生の活動 

 7/13(火)午前 昨年仕込んだ味噌(越後味噌麹による最後の味噌)の「天地返し」 

※ 越後味噌醸造さんの蔵に保存してある味噌の「天地返し」を越後味噌グル

ープ会社である峰村醸造さんからご指導いただく。 

 11 月 完成した味噌の試食会…関係者を招待して「感謝祭」を行う。 

※ 「もとまちきゅうり」に自作の味噌をつけて食べる。 

 

 

 

本件についてのお問い合わせ先 

燕市教育委員会学校教育課：元川 

電話：0256－７７－８１９３（直通） 

学校への取材のお問い合わせ先: 吉田小学校教頭 
 吉田小学校:燕市吉田弥生町 1-1 

TEL: 93-3246 FAX: 93-1702 


